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植物の体を構成する細胞は、正しい配置で適切な数
が作られる必要がある。維管束系は、地中から取り込ん
だ水とミネラルを地上部へと運ぶ道管と、光合成産物を
含む物質を必要なところに運ぶ篩部から成り立っている。
私たちは、この篩管と道管を作る際の数と配置を制御す
る分泌ペプチドそれぞれを発見している（一部未発表）。
根の表皮の一部の細胞は長い根毛と呼ばれる突起を伸
ばして効率的に水を吸収し、気孔から水を蒸散させるが、
根毛を作ることを指示するシグナル分子（未発表）や気
孔の配置を制御するペプチドEPF1、気孔の数を制御す
るペプチドEPF2なども私たちが見出したものである。
一方、各細胞種の運命はそれぞれ少数の転写因子が支
配していることが多い。そのような鍵転写因子を見出し、
細胞間シグナル分子との相互制御による組織のパター
ニング機構を明らかにしようとしている。

特徴・独自性

私たちはその制御を担う細胞間もミュニケーション
分子を探索し、多くの種類の分泌ペプチドが鍵となっ
ていることを見出している。この研究を通じて、多く
の種類の細胞が協調して植物の体を作り上げる仕組
みの全体像を明らかにしようと考えている。野生の植
物はその環境で繁栄するように進化してきたが、その
特徴は人が作物に求めるものとは必ずしも一致しな
い。調節因子をコードする遺伝子の改変などによって
作物の最適化にも利用できる可能性がある。

研究の先に見据えるビジョン
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ペプチド性シグナル分子は細胞膜貫通受容体で受容さ
れる。CLE9ペプチドは、２種類の違った受容体で受容
され、別の機能を発揮する。
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植物では、多くの種類のペプチド性シグナル分子によ
って様々な種類の細胞が正しく配置されることがわか
ってきた。この図の例は、私たちの研究対象。
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